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武　州　み　た　け

第
四
十
五
回
　
武
蔵
御
嶽
神
社
奉
納
俳
句
入
選
作
品

応
募
総
数　

三
百
三
十
八
句

選
者　

岡　

田　

日　

郎

特　

選

秀　

逸

佳　

作

一
席

二
席

三
席

四
席

五
席

神

領

に

一

声

放

ち

初

鴉

白
衣
干
す

端
に
柿
吊
り

御

師
の
宿

囀

の

し

き

り

の

宮
へ
出

仕

巫

女

む
さ
さ

び
の
住
む
宿

守
り

老

夫

婦

大

太

鼓

打
っ
て

始

ま

り

元

旦

祭

杉
原
功
一
郎

千

家

妙

子

辰

巳

行

雄

林 

み

さ

き

原

島

康

典

羽

村

市

蕨

市

中

野

区

松

戸

市

青

梅

市

新

玉

の

年

の

山

路

や

栗

鼠

走

る

天

空

の

神

代

杉

の

淑

気

か

な

天
袋
に
む
さ
さ
び
の
住
み
御
師
の
宿

春

耕
の

だ

ん

だ

ん

畑

や

老

夫

婦

木
守
柿
か
ら
す
の
つ
つ
く
御
岳
か
な

式

年

の

赤

き

幟

や

山

桜

千

年

の

欅

む

さ

さ

び

顔

を

出

す

登
山
道
ゆ
る
ゆ
る
進
む
神
輿
か
な

目
に
見
え
ぬ
も
の
の
広
さ
や
鵙
高
音

山
の
子
の
下

校

満

作

咲

き
に
け

り

津
布
久 

信
雄

中

村

誓

子

木

林

優

子

長

谷

川 

栄

渡

邊

敏

雄

澤

田

倭

平

遠

藤

康

雄

小

沢

弘

子

い
な
だ
伊
佐
木

土

肥

寛

子

青

梅

市

中

野

区

大

和

市

新

座

市

日
の
出

町

杉

並

区

所

沢

市

羽

村

市

北

区

さ
い
た
ま
市

霧
雨
を
浴
び
て
神
代
け
や
き
か
な

切

り

株

の

欅

幣

立

ち

冬

山

路

山

頂

よ

り

山

頂

仰

ぎ

桜

の

芽

汗

ば
み
て
御

岳
の
宮
を

詣
で
け

り

歩
み
休
め
て
御
師
集
落
の
ソ
ー
ダ
水

う
く
い
す
や
朝
湯
に
ひ
と
り
神
の
宿

お
し

な
べ
て
石
に
影

あ

り

秋

河
原

御

岳

山

頂

か

ら

眺

め

山

桜

雪

残

る

展

望

台

か

ら

発

車

ベ
ル

神
の

住

む

武

蔵

御

嶽

や

青

葉

風

関 
迪

子

乘
田 

眞
紀
子

新

宅

待

春

梶

田

遊

子

川

村

祐

子

木

村

聖

哉

上

村

一

夫

長
谷
川 

侑
尽

関

根

康

子

広

瀬

智

子

相
模
原
市

藤

沢

市

志

木

市

名
古
屋
市

世
田
谷
区

杉

並

区

八
王
子
市

鎌

倉

市

青

梅

市

横

浜

市

選

者

吟

む
さ
さ
び
と
栗
鼠
棲
み
神
の
大
欅

特
選
一
席

神
領
に
一
声
放
ち
初
鴉

杉
原 

功
一
郎

特
選
四
席

む
さ
さ
び
の
住
む
宿
守
り
老
夫
婦

原

島

康

典

特
選
二
席

白
衣
干
す
端
に
柿
吊
り
御
師
の
宿

千

家

妙

子

特
選
三
席

囀
の
し
き
り
の
宮
へ
出
仕
巫
女

辰

巳

行

雄

特
選
五
席

大
太
鼓
打
っ
て
始
ま
り
元
旦
祭

林 

み
さ
き

「
白
衣
」
は
御
師
の
礼
装
で
あ
る
。
晩
秋

初
冬
の
こ
ろ
、
物
干
竿
に
わ
ず
か
な
吊
る

し
柿
と
と
も
に
天
日
に
干
し
て
あ
る
趣
。

御
師
の
住
居
の
暮
ら
し
の
一
端
。

「
囀
」
は
早
春
の
季
題
。
夜
明
け
と
と
も

に
百
鳥
が
一
斉
に
声
を
発
す
る
。
そ
の
時

刻
、早
出
の
「
巫
女
」
が
「
宮
へ
」
と
「
出

仕
」
の
道
を
急
ぐ
様
子
の
よ
う
だ
。

「
む
さ
さ
び
」
は
一
年
中
い
る
が
冬
の
季

題
。
人
を
そ
れ
ほ
ど
恐
れ
な
い
。「
宿
」

の
軒
場
に
「
住
み
」
つ
い
に
「
む
さ
さ
び
」

と
と
も
に
あ
る
「
老
夫
婦
」
の
お
だ
や
か

な
暮
ら
し
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
る
。

わ
が
国
の
各
地
の
社
殿
の
「
元
旦
祭
」
は

い
ず
こ
も
「
大
太
鼓
」
の
怒
濤
の
よ
う
な

音
響
と
と
も
に
「
始
ま
る
」。
年
の
初
め

の
緊
張
の
ひ
と
と
き
と
い
っ
て
も
い
い
。

第
四
十
六
回

　
　
　
奉
納
俳
句
募
集
要
項

一
、　
作
品
は
未
発
表
に
限
る

一
、　
受
付
は
指
定
用
紙
に
て
投
句
箱
へ
と
す
る

　
　
　（
郵
送
等
直
接
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
）

一
、　
締
切
り
　
　
平
成
三
十
一
年
一
月
十
五
日

一
、　
発
　
表
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
中
旬

四
季
を
通
じ
「
御
岳
山
を
題
材
」
と
し
た
俳
句
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

大
勢
の
方
の
投
句
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

奉

納

俳

句

選

評

岡
お か だ に ち お

田日郎
昭
和
七
年
十
一
月
三
日
生
ま
れ
。

福
田
蓼
汀
（
り
ょ
う
て
い
）
の
「
山
火
（
や
ま
び
）」
に
投
句
し
、

昭
和
二
十
六
年
か
ら
編
集
を
担
当
、
蓼
汀
没
後
の
平
成
二
年

主
宰
と
な
る
。
山
と
自
然
を
称
え
る
山
岳
俳
句
を
多
く
詠
み
、

五
年
「
連
嶺
」
で
俳
人
協
会
賞
。
東
京
出
身
。
学
習
院
大
卒
。

本
名
は
晃
。
著
作
に
「
山
の
俳
句
歳
時
記
」
な
ど
。

「
初
鴉
」
が
新
年
の
季
題
。
鴉
は
古
書
『
古

事
記
』
の
神
の
代
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。

わ
が
国
で
は
神
の
森
を
住
み
処
と
す
る
。

よ
っ
て
霊
鳥
で
も
あ
る
。
元
朝
の
「
一
声

放
ち
」
に
よ
り
新
し
い
年
が
始
ま
る
。



－３－

武　州　み　た　け

一
万
円
以
上

（
一
万
円
以
上
・
敬
称
略
）

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日

府
中
市

青
梅
市

東
村
山
市

福
島
県
白
河
市

さ
い
た
ま
市

西
東
京
市

さ
い
た
ま
市

さ
い
た
ま
市

羽
村
市

練
馬
区

川
口
市

練
馬
区

羽
村
市

西
多
摩
郡
奥
多
摩
町

葛
飾
区

越
谷
市

青
梅
市

青
梅
市

竹
内 

善
孝

Ｓ
Ｈ
Ｉ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
町 

幸
生

松
本 

智
子

宮
井 

利
香
子

名
古
屋 

善
一

深
井 

明

伊
藤 

美
幸

「 

清 

」

東
海
林 

守

濵
中 

満
江

大
泉
辛
酉
講 

　
　

講
元  

加
藤 

友
久

渡
邉 

真
理

樋
口 

タ
マ

小
村 

高
平

倉
重 

美
喜

　

  

柱
郎

株
式
会
社  

清
水
製
作
所

　
代
表
取
締
役  

清
水 

浩
久

御
岳
山
の
行
事

平
成
三
十
年

　

一
月　
　

一
日

　
　
　
　
　

三
日

　

二
月　
　

三
日

　
　
　
　
　

初
午

　

三
月　
　

八
日

　
　
　

二
十
二
日

　

四
月　
　

下
旬

　
　
　

二
十
九
日

　

五
月　
　

七
日

　
　
　
　
　

八
日

　
　
　
　

十
五
日

　

六
月　

十
七
日

　
　
　

二
十
四
日

　
　
　
　

三
十
日

　

七
月　

十
四
日

　
　
　
　

十
四
日

　
　
　

二
十
二
日

　

九
月　
　

一
日

　
　
　
　
　

八
日

　
　
　

二
十
九
日

　
　
　

二
十
四
日

十
月　

体
育
の
日

　
　
　
　

十
三
日

十
一
月　
　

八
日

　
　
　

二
十
三
日

十
二
月　
　

九
日

　
　
　

二
十
三
日

　
　
　

三
十
一
日

元
旦
祭

太
占
祭

大
口
真
神
社
祭

節
分
祭

稲
荷
社
祭

春
季
大
祭
（
祈
年
祭
）

奉
納
俳
句
奉
告
祭

産
安
社
祭

奉
納
剣
道
大
会
・
介
山
祭

日
の
出
祭
（
宵
宮
）

日
の
出
祭
（
神
輿
渡
御
）

男
具
那
社
祭

大
口
真
神
社
祭

神
楽
と
雅
楽
の
一
般
公
開

滝
行
体
験
講
座

夏
越
大
祓

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
ま
つ
り

　
　
　
　
（
～
九
月
九
日
）

薪
神
楽

滝
行
体
験
講
座

カ
ン
タ
ン
を
聴
く
会

薪
神
楽

大
口
真
神
社
祭

流
鏑
馬
祭

一
日
修
行
体
験
講
座

神
楽
と
雅
楽
の
一
般
公
開

天
空 

も
み
じ
ま
つ
り

　
（
～
十
一
月
二
十
三
日
）

秋
季
大
祭
（
新
嘗
祭
）

末
社
祭

み
た
け
山 

ト
レ
イ
ル
ラ
ン

天
長
祭

大
祓

六
月
～
十
一
月　

第
四
日
曜
日　

夜
神
楽

毎　

月　
　

八
日   

月
次
祭

毎　

日　
　
　
　

   

日
供
祭

奉 

納

太
々
神
楽
奏
上

　

近
年
太
々
神
楽
奏
上
が
少
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
太
々
神
楽
は
ど
な
た
で
も

奏
上
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

皆
様
の
お
申
込
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
務
所
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
だ
い
。

十
万
円
以
上

坂
戸
市

調
布
市

吉
野 

勝
利

山
口 

一
夫
・
玲
子

五
万
円
以
上

西
多
摩
郡
瑞
穂
町

青
梅
市

有
限
会
社 
金
咲
通
産

　

代
表
取
締
役  
金
咲 

強

株
式
会
社 

荒
井
電
業
社

　
代
表
取
締
役  

荒
井 
成
典

灯
籠
奉
納
（
一
万
円
以
上
・
敬
称
略
）

一
万
円
以
上

武
蔵
村
山
市

有
限
会
社 

サ
ン
ベ
ア
ー

平
成
三
十
年
一
月
一
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日

大
田
区

山
梨
県
市
川
三
郷
町

(

株)

テ
ィ
エ
ラ
・
リ
サ
・
セ
シ
ー
ル

　
　
　

本
道 

真
智
子

(

株)

丸
井
紙
店

五
万
円
以
上

　

十
一
月
二
十
七
日
、
青

梅
青
年
会
議
所
Ｏ
Ｂ
会
、

会
長 

西
村 

博
様 

以
下
六

名
の
方
に
よ
る
、
ベ
ン
チ

六
台
の
修
繕
を
ご
奉
仕
頂

き
ま
し
た
。
新
品
同
様
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
来
山
者

に
は
有
難
い
休
息
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
奉
仕
に
よ
る

　
　

ベ
ン
チ
修
繕

山
桜
苗
木
奉
納
と
植
樹

　

十
一
月
二
十
八
日
、
多
摩
の
桜

を
つ
な
ぐ
会
に
よ
る
、
山
桜
の
苗
木

を
ご
奉
納
い
た
だ
き
、
富
士
峰
園

地
に
植
樹
を
致
し
ま
し
た
。
貴
会

に
お
い
て
は
毎
年
ご
奉
納
頂
い
て

お
り
、
桜
の
生
長
が
待
ち
遠
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
富
士
峰
園
地

は
か
つ
て
、
富
士
峰
千
本
桜
と
し
て

名
勝
地
で
し
た
が
、野
鳥
「
う
そ
」

の
食
害
な
ど
が
原
因
で
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
奉
納
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


